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出席報告一

欠 席 者 （ 1 4 名 、 病 欠 ２ 名 ）
古木、石渡、菊地、北砂、小林、小島、前原、
南川、三浦、長野、岡本、土屋、辻、上村
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「奉仕の理想」

四クラブ(大和､座間､大和中､大和田園)合同例会 於
スカイパレス雅翔
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陸ｽﾄｸﾗﾌ会離拶|大和雛重信ゞ
年末のことでお忙しい中、四クラブ会員及び御家
族の方々多数にお集りいたぎきありがとうござい
ます。

今回は大和クラブがお世話役となり企画をたてま
したが、今迄と趣向を変えて記念講演のようなも

<ケ息蕊ス郷:ﾙﾄ>l
有沢阿津子、藤田アサ、後藤久子、橋本明子、
木村紀史江、遠山ユキ子、近藤通子、松本千枝、
染矢孝子、寺田久子、富沢千鶴子、山中夏代
（以上敬称略）
ジェフ・マーティン君（交換学生）
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１．真実かどうか
２．みんな |こ公平か

S . 好 意 と 友 情 を 深 め る か
４ ． み ん な の た め に な る か ど う か
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本 日 の プ ロ グ ラ ム １ ２ 月 ２ ０ 日
大和市教育委員会岩崎総務部長
｢２１世紀の教育行政」

次 週 予 定 １ ２ 月 ２ ７ 日
忘 年 夜 間 例 会 於 菊 華 飯 店
｢ 半 期 報 告 」 伊 藤 英 夫 幹 事

会 員 数

49名
出 席 数

33名
出 席 率

70.21％
前回の||多正



のを試みました。その後厚木吹奏楽団の演奏を聞

きながら会食、懇談と年末の一夜を時間の許す限

り皆様とともに楽しく過こゞし四クラブの親睦を深

める事が出来れば幸いだと思います。尚不行届の

点多々あるかと思いますがロータリーの友情に免

じてお許しいたずきたいと思います。

最後になってしまいましたが、当11分区の亀谷

分区代理より分区代理会議こ､出席のため本日の合

同例会に出られませんので皆様に呉々も宜しくお

伝え下さい。というご伝言をいた㎡いております

のでご披露申し上げます。

というホストクラブ会長の挨拶に引き続き、各ク

ラブ会長よりゲストの御夫人の方々の紹介がなさ

れました。

|懇親会’懇 親 会

厚木吹奏楽団の演奏を聞きながら、和やかな雰

囲気の中に四クラブ間の交流がなされ、親睦を深
め合いました。予定を30分オーバーし、午後９時

30分「手に手つないで」を190名が一つの輪をつ

くり、声高らかに歌い、次年度座間クラブをホス

トにまた一堂に会す日を約し散会した。
石貼遇
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熱演する厚木吹奏楽団
（中央トランベッターは猪熊会長の御令息）|講演Ｉ講 演 吉 武 輝 子 先 生
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｢人生80年型の

夫婦像」繊

鴬
座間クラブ幹事と伊藤幹事のポーズ.ノ灘鰯

プロフイル：昭和６年兵庫県芦屋に生まれる。２９

年慶応大学仏文科卒業後東映宣伝部に入社。３６年

日本初の女性宣伝プロデューサーに抜擢される。

40年退社。文筆生活に入る。４５年度婦人公論読者

賞受賞。著書多数。「結婚の条件」「青春を生き

る」等々･

人生50年から人生80年。最後の30年間は個人で

生きるということが必要になっているのに、そこ
をまだ培かっていくことが出来ないまゞに破たん

のケースが増えてきているような気がするが、皆

さんは是非、人間関係の豊かさを中心に夫婦環境

をおけるような個人としてお互いに助け合って生

きられるようなか強わりをつくっていたＮきたいｃ
-ということで、あらゆる方面からのデータ、ケ

ースを用いて巾広く、流暢な話術により、我々ロ

ータリアンとしても考えなければならない夫婦の

あり方についてお話を伺うことが出来ました-。
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交換学生ジェフマーティン君も
会員にサービス（ホストパパたちと）

新会員染矢会員、木村会員ご夫妻の
仲むつましい所……･･･（ごちそ一さま./）


